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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月25日(2013.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カニューレアセンブリであって、
　該カニューレアセンブリは、
　管腔を形成する管状要素であって、近位端と、体腔内に挿入されるように適合された遠
位端とを有する管状要素と、
　閉鎖位置と開放位置との間を移行するように該管状要素の該遠位端の近くで係合された
該管状要素の展開可能部分と、
　該管状要素の該展開可能部分に載置された電子構成要素と
　を備え、
　該電子構成要素は、該展開可能部分が該閉鎖位置にある場合に、少なくとも部分的に該
管腔の中に配置されている、カニューレアセンブリ。
【請求項２】
　前記開放位置は、一連の位置を含む、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項３】
　前記電子構成要素は、前記展開可能部分が前記開放位置にある場合に、前記管腔から遠
隔に配置される、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項４】
　前記展開可能部分は、前記管状要素の壁部分を備える、請求項１に記載のカニューレア
センブリ。
【請求項５】
　前記展開可能部分が前記閉鎖位置にある場合に、前記管腔内に嵌入するように適合され
た取り外し可能なトロカールをさらに備える、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項６】
　前記展開可能部分が前記閉鎖位置にある場合に、前記展開可能部分は、前記管状要素の
前記遠位端に尖った先端を形成する、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項７】
　前記尖った先端は、前記展開可能部分が前記閉鎖位置にある場合に、該尖った先端を通
して画像を前記電子構成要素上に投影するように、光透過性材料を含む、請求項６に記載
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のカニューレアセンブリ。
【請求項８】
　前記電子構成要素は、画像伝送構成要素、照明構成要素、およびそれらの組み合わせよ
り成る群から選択される、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項９】
　前記画像伝送構成要素は、電荷結合素子カメラ、相補型金属酸化膜半導体撮像装置、お
よび光ファイバケーブルから成る群より選択される、請求項８に記載のカニューレアセン
ブリ。
【請求項１０】
　前記照明構成要素は、光源および光ファイバケーブルから成る群より選択される、請求
項８に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項１１】
　前記光源は、発光ダイオード、有機発光ダイオード、白熱電球、電気発光源、およびレ
ーザ源から成る群より選択される、請求項１０に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項１２】
　前記管状要素の前記展開可能部分は、ヒンジ配設を介して、前記開放位置と前記閉鎖位
置との間を移行する、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項１３】
　前記ヒンジ配設は、前記管状要素内に配置される、請求項１２に記載のカニューレアセ
ンブリ。
【請求項１４】
　前記ヒンジ配設は、ピボットを備える、請求項１３に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項１５】
　前記ヒンジ配設は、前記管状要素の円周上に配置される、請求項１２に記載のカニュー
レアセンブリ。
【請求項１６】
　前記ヒンジ配設は、円周のヒンジを備える、請求項１５に記載のカニューレアセンブリ
。
【請求項１７】
　前記ヒンジ配設は、前記管状要素の外部上に配置される、請求項１２に記載のカニュー
レアセンブリ。
【請求項１８】
　前記ヒンジ配設は、少なくとも１つの四棒リンク機構を備える、請求項１７に記載のカ
ニューレアセンブリ。
【請求項１９】
　前記閉鎖位置と前記開放位置との間で前記展開可能部分を移行させるように構成された
作動機構をさらに備える、請求項１に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項２０】
　前記作動機構は、
　前記近位端の近くに配置されたつまみと、
　該つまみに結合された少なくとも１つの連結具と、
　該少なくとも１つの連結具および前記展開可能部分に結合されたヒンジ配設と
　を備え、
　該つまみの回転は、前記開放位置と前記閉鎖位置との間で該展開可能部分を移動させる
、請求項１９に記載のカニューレアセンブリ。
【請求項２１】
　体腔内に挿入されるように構成された管状要素を備えるカニューレアセンブリを使用す
るためのシステムであって、
　該管状要素は、管腔を備え、該管状要素は、近位端と遠位端とを有し、
　該管状要素の展開可能部分は、閉鎖位置から開放位置まで、該遠位端の周囲で作動させ



(3) JP 2012-521811 A5 2013.5.23

られるように構成され、
　該展開可能部分に載置された電子構成要素は、該展開可能部分が該閉鎖位置にある場合
に、少なくとも部分的に該管腔の中に配置され、該管腔は、該展開可能部分が該開放位置
にある場合に、実質的に障害物を含まない、システム。
【請求項２２】
　前記電子構成要素は、前記遠位端を越えて前記体腔の一部を撮像するように構成される
、請求項２１に記載のカニューレアセンブリを使用するためのシステム。
【請求項２３】
　手術用具および第２の電子構成要素をさらに備え、該手術用具および該第２の電子構成
要素は、前記展開可能部分が前記開放位置にある場合に、前記遠位端を越えて前記管腔を
通過させられるように構成される、請求項２１に記載のカニューレアセンブリを使用する
ためのシステム。
【請求項２４】
　挿入カニューレをさらに備え、
　該挿入カニューレは、前記管状要素が該挿入カニューレを通して挿入されるように、前
記体腔に導入されるように構成される、請求項２１に記載のカニューレアセンブリを使用
するためのシステム。
【請求項２５】
　前記カニューレアセンブリは、前記挿入カニューレによって前記カニューレアセンブリ
に及ぼされる力が、前記展開可能部分を前記閉鎖位置に移動させるように、該挿入カニュ
ーレを通して、前記体腔から引き抜かれるように構成される、請求項２４に記載のカニュ
ーレアセンブリを使用するためのシステム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　前述の局面のある実施形態において、カニューレアセンブリを使用する方法は、遠位端
を越えて体腔の一部を視認するために、電子構成要素を使用することも含む。別の実施形
態において、方法は、展開可能部分が開放位置にある場合に、遠位端を越えて管腔を、手
術用具および第２の電子構成要素のうちの少なくとも１つを通過させることも含む。さら
に別の実施形態において、カニューレアセンブリを使用する方法は、管状要素が挿入カニ
ューレを通して挿入されるように、挿入カニューレを体腔に最初に導入することも含む。
ある実施形態において、方法は、挿入カニューレによってカニューレアセンブリに及ぼさ
れる力が、展開可能部分を閉鎖位置に移動させるように、挿入カニューレを通して、カニ
ューレアセンブリを体腔から引き抜くことも含む。
　本発明は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　カニューレアセンブリであって、
　管腔を形成する管状要素であって、近位端と、体腔内に挿入されるように適合された遠
位端とを有する管状要素と、
　閉鎖位置と開放位置との間を移行するように該管状要素の該遠位端の近くで係合された
該管状要素の展開可能部分と、
　該管状要素の該展開可能部分に載置された電子構成要素と
　を備え、
　該電子構成要素は、該展開可能部分が該閉鎖位置にある場合に、少なくとも部分的に該
管腔の中に配置されている、カニューレアセンブリ。
（項目２）
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　前記開放位置は、一連の位置を含む、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目３）
　前記電子構成要素は、前記展開可能部分が前記開放位置にある場合に、前記管腔から遠
隔に配置される、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目４）
　前記展開可能部分は、前記管状要素の壁部分を備える、項目１に記載のカニューレアセ
ンブリ。
（項目５）
　前記展開可能部分が前記閉鎖位置にある場合に、前記管腔内に嵌入するように適合され
た取り外し可能なトロカールをさらに備える、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目６）
　前記展開可能部分が前記閉鎖位置にある場合に、前記展開可能部分は、前記管状要素の
前記遠位端に尖った先端を形成する、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目７）
　前記尖った先端は、前記展開可能部分が前記閉鎖位置にある場合に、該尖った先端を通
して画像を前記電子構成要素上に投影するように、光透過性材料を含む、項目６に記載の
カニューレアセンブリ。
（項目８）
　前記電子構成要素は、画像伝送構成要素、照明構成要素、およびそれらの組み合わせよ
り成る群から選択される、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目９）
　前記画像伝送構成要素は、電荷結合素子カメラ、相補型金属酸化膜半導体撮像装置、お
よび光ファイバケーブルから成る群より選択される、項目８に記載のカニューレアセンブ
リ。
（項目１０）
　前記照明構成要素は、光源および光ファイバケーブルから成る群より選択される、項目
８に記載のカニューレアセンブリ。
（項目１１）
　前記光源は、発光ダイオード、有機発光ダイオード、白熱電球、電気発光源、およびレ
ーザ源から成る群より選択される、項目１０に記載のカニューレアセンブリ。
（項目１２）
　前記管状要素の前記展開可能部分は、ヒンジ配設を介して、前記開放位置と前記閉鎖位
置との間を移行する、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目１３）
　前記ヒンジ配設は、前記管状要素内に配置される、項目１２に記載のカニューレアセン
ブリ。
（項目１４）
　前記ヒンジ配設は、ピボットを備える、項目１３に記載のカニューレアセンブリ。
（項目１５）
　前記ヒンジ配設は、前記管状要素の円周上に配置される、項目１２に記載のカニューレ
アセンブリ。
（項目１６）
　前記ヒンジ配設は、円周のヒンジを備える、項目１５に記載のカニューレアセンブリ。
（項目１７）
　前記ヒンジ配設は、前記管状要素の外部上に配置される、項目１２に記載のカニューレ
アセンブリ。
（項目１８）
　前記ヒンジ配設は、少なくとも１つの四棒リンク機構を備える、項目１７に記載のカニ
ューレアセンブリ。
（項目１９）
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　前記閉鎖位置と前記開放位置との間で前記展開可能部分を移行させるように適合された
作動機構をさらに備える、項目１に記載のカニューレアセンブリ。
（項目２０）
　前記作動機構は、
　前記近位端の近くに配置されたつまみと、
　該つまみに結合された少なくとも１つの連結具と、
　該少なくとも１つの連結具および前記展開可能部分に結合されたヒンジ配設と
　を備え、
　該つまみの回転は、前記開放位置と前記閉鎖位置との間で該展開可能部分を移動させる
、項目１９に記載のカニューレアセンブリ。
（項目２１）
　カニューレアセンブリを使用する方法であって、
　管腔を伴う管状要素を体腔に挿入することであって、該管状要素は、近位端と遠位端と
を有する、ことと、
　閉鎖位置から開放位置まで、該管状要素の展開可能部分を該遠位端の周囲で作動させる
ことと
　を含み、
　該展開可能部分に載置された電子構成要素は、該展開可能部分が該閉鎖位置にある場合
に、少なくとも部分的に該管腔の中に配置され、該管腔は、該展開可能部分が該開放位置
にある場合に、実質的に障害物を含まない、方法。
（項目２２）
　前記遠位端を越えて前記体腔の一部を視認するために、前記電子構成要素を使用するこ
とをさらに含む、項目２１に記載のカニューレアセンブリを使用する方法。
（項目２３）
　前記展開可能部分が前記開放位置にある場合に、手術用具および第２の電子構成要素の
うちの少なくとも１つを、前記遠位端を越えて前記管腔を通過させることをさらに含む、
項目２１に記載のカニューレアセンブリを使用する方法。
（項目２４）
　前記管状要素が挿入カニューレを通して挿入されるように、該挿入カニューレを前記体
腔に最初に導入することをさらに含む、項目２１に記載のカニューレアセンブリを使用す
る方法。
（項目２５）
　前記挿入カニューレによって前記カニューレアセンブリに及ぼされる力が、前記展開可
能部分を前記閉鎖位置に移動させるように、該挿入カニューレを通して、該カニューレア
センブリを前記体腔から引き抜くことをさらに含む、項目２４に記載のカニューレアセン
ブリを使用する方法。
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